
 

 

 

 

 

 

 

１年生が大切に育ててきたアサガオのつるを使って、リース作りをしました。準備しておいたどんぐ

りや松ぼっくり、モールで飾り付けし、自分だけのクリスマスリースが出来上がりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

２年生の国語の授業で学ぶ「スーホの白い馬」。 

物語の中に出てくる“馬頭琴”ってどんな楽器なの？ と思われている方も多いのでは… 

学年活動では、モンゴル出身のエルデン・ダライさんをお招きして、馬頭琴の演奏とモンゴルの生活

の様子をユーモアを交えながらお話しいただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

興奮冷めやらぬ運動会の翌週、3年生は体育館にてミニ運動会を開催しました。 

大玉ころがしに綱引き、玉入れと保護者の方も参加して、熱闘が繰り広げられました。中でも特に盛り

上がったのが、パンキャッチ競争。焼きたてのメロンパンをジャンピングキャッチし、とても嬉しそう

な笑顔が溢れていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

４年生は 10 歳になる学年、成人となる 20 歳のちょうど半分ということで、学校では１/２成人式

が行われます。 

それに合わせて自分の今の姿を記念に残し、20 歳の自分を想像しながら、色紙に手形をとって、飾

り付けをし、将来の夢を書いた記念品を作成しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

５年生の学年活動は、自分たちで育てたお米を加えて炊いたご飯でのおにぎり作りです。前日、春か

ら育ててきた稲からお米を収穫し精米しました。 

具材は、鮭と昆布。きゅうりの塩もみも自分たちで作りました。「自分たちで握ったおにぎりがこん

なに美味しいとは思わなかった！」と、その出来栄えに笑顔がこぼれました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

練馬区在住の写真家・桜木奈央子さんをお招きしてアフリカの紛争地域の子供達のお話を伺いました。 

日本では身近に感じにくい戦争や紛争について学ぶことで生命の尊さや教育の大切さ、そして平和に

ついて考えるきっかけになったのではないかと思います。真剣に話を聞き、写真に見入る 6年生の姿に

将来を担う頼もしさを感じました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


